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Ⅰ．調 査 要 領

１．調査時点及び調査対象期間

(1)調査時点 平成 22 年 10 月 1 日

(2)調査対象期間 平成 22 年 7 月～9 月期の実績および平成 22 年 10 月～12 月期の見通しに

ついて調査した。

２．調査対象

当所会員企業を対象に、商業＋食品業部会、水産業部会、機械工業部会、建設業部会、観

光・サービス業＋諸業部会より各 30 社、計 150 社を抽出し郵送により調査した。

３．回収状況

対象企業数 回答企業数 回 答 率

商業＋食品業部会 30 社 17 社 56.7％

水産業部会 30 社 11 社 36.7％

機械工業部会 30 社 16 社 53.3％

建設業部会 30 社 17 社 56.7％

観光・サービス業＋諸業部会 30 社 23 社 76.7％

合 計 150 社 84 件 56.0％

注）本調査結果の中で、「Ｄ・Ｉ」値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向

指数）の略で、各調査項目についての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）
企業割合を差し引いた値（景気動向指数）を示す。
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Ⅱ．概 況

－業況は前期よりやや改善、次期は悪化の見込み－

１．全体の動き(業況)

四半期毎に実施している中小企業景況調査の今期（平成 22 年 7 月～9 月）の全業種平均 DI

値（「好転」と答えた企業と「悪化」と答えた企業の割合の差）は、前年同期比△23.8 と前回

調査時の△39.2 より 15.4 ポイント改善しました。グラフを見ると平均的には、右上がりの傾

向となっており業況の改善の兆しが見えてきたように思えます。また、各業種の各業況値を鑑

みますと、主にこれから収穫最盛期を迎える水産業のプラス指数を除けば、全ての業種がマイ

ナス水準であり市内経済を取り巻く経営環境はやや厳しい状況が続いていると見受けられます。

部会別で前年同期比ベースをみると、商業食品業［前期△42.9→今期△35.3］、水産業［前期

△38.9→今期△18.2］、機械工業［前期△15.8→今期△6.3］、建設業［前期△47.4→今期△17.6］、

観光サービス諸業［前期△50.0→今期△34.8］となりました。水産業は漁の最盛期を迎えホタ

テが順調なこともあり、また建設業は時期的に繁忙期ということもあり業況は改善しているが、

商業食品業は売上が伸びず業況はあまり改善しておりません。また機械工業はここにきて前期

の期限切れとなった自動車補助金効果が最終期限を迎えやや改善、観光サービス諸業において

は、改善しつつも厳しい数字が続いてさえない状況となっています。景気悪化で全体的に意見

が少なくなっている傾向にあると思われます。

来期（平成 22 年 10 月～12 月）については、今期と比べて業況判断 DI は、やや悪化傾向に

なるとの見通しが寄せられ、特に全体的な DI 悪化の影響を直接受ける観光サービス業諸業にお

いては、これから繁忙期を迎える年末にむけて業況回復の期待を持ちたいところですが、消費

者の財布のひもが固いうちは、苦しい状況が続くとの見方となっています。それと機械工業が

自動車補助金の終了で直接売上に響くとの意見も聞かれ非常に厳しい状況が待ち受けると思わ

れています。業種の中でも唯一水産業だけが見通しを改善するという判断で動いておりますが、

こちらは最後の追い込みのホタテ・サケの水揚げが順調なことからそのような動きになると見

ています。今年は年度末（11 月～2 月）にかけ、市内のほぼ全業種で使用できる１５％プレミ

アム付商品券事業を 2 億 3 千万円規模で行いますので、その効果が業況の改善に現れてくれる

ことを大きく期待しております。

業況推移 (全業種平均Ｄ・Ｉ）
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今期の業況（前年同期比）
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全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

■部会別の動向

【商業・食品業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△35.3（前期△42.9、来期見通し△47.1）〕

業況 DI値（前年同期比）は、依然としてマイナス値が続き厳しい状況で推移しておりますが、

前期よりも業況値は若干改善しています。今年の夏（７～９月）は、気温が上がったが財布の

ひもは固く消費マインドの回復は見えてきません。またたばこの値上げ前の買い込み需要もあ

ったと報道で聞いておりますが大きな効果は見えていません。次期の見通しについては、年末

商戦にむけ回復を期待したいところですが、かえって悪化する状況との見通しとなっておりま

す。今後のプレミアム付商品券の売上効果が大きく数字となって現れることを期待します。

経営上の問題点としては「需要の停滞」「消費者ニーズの変化への対応」「購買力の他地域への

流出」を訴える声が多い。

《業界の問題点等》

・ 商店街が日曜日に閉まっている（平日も６時～６：３０に閉まっている）※大型店が日曜

日や６時に閉まっている事などない！街に人が来ないのもあたりまえ！危機感が商業者に

あるのだろうか??（小売）

・ タバコ１０月１日の値上により今期在庫が過大になり、又、１２月まで需要の回復が弱い

と判断しております。(小売)

経営上の問題点（商業・食品業部会）
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【水産業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△18.2（前期△38.9、来期見通し 9.1）〕

業況判断 DI 値（前年同期比）は前期よりも大きく改善しています。今期の水産業界について

は、カニの輸入量が昨年実績の５０％以下という報道があり、業界は非常に苦戦しているとの

前年同期比
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声を聞いております。ただしカニの価格は昨年過去最高の輸入量が続き価格安となっていたが、

ここにきて輸入量の半減でカニの取扱単価が普通の状態に戻りつつあるとの話も聞いておりま

す。またホタテ・サケの水揚げについては大きな変動は聞いていないので、冬を前にして最盛

期をむかえる今後の回復が期待されており、来期の見通しについては良くなるだろうとの見通

しを立てております。経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」「原材料の不足」となっ

ております。

《業界の問題点等》

・売上が伸びなく、停滞状態が長い。（水産加工）

・カニの手配がつかず大変ヒマな状態が続いている（水産加工）

経営上の問題点（水産業部会）
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【機械・工業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△6.3（前期△15.8、来期見通し△33.3）〕

業況判断 DI値（前年同期比）は、前期よりも改善しております。駆け込みによる自動車補助

金効果が影響したものと思われ、先行きの見通しについては補助金の終了の懸念から非常に悪

い数字で予想されております。経営上の問題点として、「民間需要の停滞」や「官公需の停滞」、

「材料単価の上昇」を訴える声が多く寄せられている。

《業界の問題点等》

・ 輸入製品との競合、為替の円高。（製造機械）

・ エコカー補助金が終わり、10 月の売上はさっぱり。非常に厳しい状況です。今後の業界は

どうなっていくのか心配です。（自動車販売）

経営上の問題点（機械・工業部会）
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【建設業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△17.6（前期△47.4、来期見通し△17.6）〕

業況判断 DI値（前年同期比）は夏の繁忙期を迎え、少し改善した状況となっています。しかし

ながら来期への見通しは暗く、冬を前に厳しい状況は続いていきます。公共事業の減少は非常に

大きく経営にのしかかっているとの声も聞かれます。経営上の問題点としては、「請負単価の低

下・上昇難」、「民間・官公需の停滞」など経営収支を圧迫させる内容となっております。

《業界の問題点等》

・なるべく紋別の業者を使うようになればいいですね。（建設）

・材料単価の増加。来期の事を考えると、地元だけに頼れず地方が多くなる。（電気工事）

経営上の問題点（建設業部会）
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【観光・サービス業・諸業部会】 〔業況判断 DI値（前年同期比）△34.8（前期△50.0、来期見

通し△43.5）〕

業況判断 DI値（前年同期比）は暑い夏の影響や団体の大会が少し開催されたこともあり若干

改善しております。来期も依然マイナス水準が変わらず大きな改善は見通せませんが、プレミ

アム付商品券事業の効果で年末年始の繁忙期に向け若干でも数値が改善されることを期待して

おります。

経営上の問題点としては、「需要の停滞」、「消費者ニーズへの変化への対応」「人件費以外の

経費の増加」という声が多く寄せられています。

《業界の問題点等》

・個人の努力ではどうにもならない所まで来ていると思う。（飲食）

・マンネリ化（飲食）

・薄利多売。お仕事の利益も上がり、喜んで従業員にお金を払う事が出来る様になることが望

みですが、今の日本は税金の他、本当に色々と大変かと思います。（飲食）

・経営者が若くなく（高年齢）、やる気がなくなってきているように思う。後継者もいるのだが

一つのカマドでの生活は無理になってきた。年金を当てにするようになっている。（理容）

・紋別市内三大ホテル（３００人可）近郊含め５００人可、大きなイベントが年に３回程あれ

ば少しは街の活性化にプラスになります。（例）商工会議所全道大会、グルメまつり等。誘致

して下さい。（飲食）

・人口減少（サービス業）
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経営上の問題点（観光・サービス業部会）
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２．今期の動向

(1)今期の売上高・生産高

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の売上高）

売 上 状 況（全業種平均Ｄ・Ｉ）
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今期の売上高・生産高（前年同期比）
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全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

増加

不変

減少

全業種平均で DI 値△25.0〔前回調査時（平成 22 年 4～6 月期△36.1）より 11.1 ポイント改

善。〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前回△19.0→△23.5〕、水産業〔前回△33.3→△ 9.1〕

機械工業 〔前回△10.5→△ 6.3〕、建設業〔前回△57.9→△35.3〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前回△60.0→△39.1〕

(2)今期の採算

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の採算水準）

採 算 推 移（全業種平均Ｄ・Ｉ）

-56.4 -56.3

-42.5

-38.7

-40.2

-33.7

-45.7
-41.2

-37.8

-44.4

-34.9
-39.0

-34.7

-37.2

-28.7

-46.6

-44.8
-39.3

-33.7

-44.4

-34.6

-25.3

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

H17
4-6

H17
7-9

H17
10-12

H18
1-3

H18
4-6

H18
7-9

H18
10-12

H19
1-3

H19
4-6

H19
7-9

H19
10-12

H20
1-3

H20
4-6

H20
7-9

H20
10-12

H21
1-3

H21
4-6

H21
7-10

H21
10-12

H22
1-3

H22
4-6

H22
7-9

（好転－悪化） 前年同期比
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今期の採算（前年同期比）

38.6 35.3
27.3 31.3

47.1 45.5

41.2

13.3 17.6
25.0

63.647.1

50.0

43.8

48.1

9.1 4.5
11.8

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値△25.3〔前回調査時（平成 22 年 4～6 月期△44.4）より 19.1 ポイント改

善〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前回△38.1→△17.6〕、水産業〔前回△44.4→△18.2〕

機械工業 〔前回△21.1→△ 6.3〕、建設業〔前回△57.9→△35.3〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前回△60.0→△40.9〕

(3)今期の資金繰り

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の資金繰り）

今期の資金繰り（全業種平均Ｄ・Ｉ）

-17.4

-24.6
-21.1

-28.0
-28.7-27.9

-39.6

-19.6

-28.6

-22.5

-32.6-32.7

-29.6

-28.2
-26.8

-18.3

-13.4

-22.4

-17.9

-17.8

-26.4

-16.0

-27.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

H17
4-6

H17
7-9

H17
10-12

H18
1-3

H18
4-6

H18
7-9

H18
10-12

H19
1-3

H19
4-6

H19
7-9

H19
10-12

H20
1-3

H20
4-6

H20
7-9

H20
10-12

H21
1-3

H21
4-6

H21
7-10

H21
10-12

H22
1-3

H22
4-6

H22
7-9

次
期
見
通

（好転－悪

前年同期比



- 9 -

今期の資金繰り（前年同期比）

25.6 29.4

0.0

25.0 23.5
38.1

100.0

70.6

61.9

47.1
67.0 68.8

6.3
7.3 0.0

23.5

0.05.9

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値△18.3〔前回調査時（平成 22 年 4～6月期△26.8）より 8.5 ポイント改善〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前回△28.6→△ 5.9〕、水産業〔前回△ 9.1→ 0.0〕

機械工業 〔前回△ 5.6→△18.8〕、建設業〔前回△56.0→△17.6〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前回△50.0→△38.1〕

(4)今期の在庫水準

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の在庫水準）

今期の在庫水準（前年同期比）

10.7 11.8 9.1

64.7
81.8

23.5
9.1

71.4

17.9

全業種 商業＋食品業 水産業

過大

適正

不足

全業種平均で DI 値 7.2〔前回調査時（平成 22 年 4～6 月期△15.3）より 8.1 ポイント在庫増

加〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前回 4.8→11.8〕、水産業〔前回△38.9→0.0〕
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(5)今期の金融機関の貸出姿勢

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の金融機関の貸出対応）

今期の金融機関の貸出姿勢

11.1
0.0 0.0

15.4 18.8 17.6

73.3

100.0

9.7 7.7

76.575.076.9
79.1

0.0

26.7

6.3 5.9

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

緩い

不変

厳しい

全業種平均で△1.4 ポイント。商業食品業 26.7 水産業 0.0 機械工業△7.7 建設業△12.5 観光サ

ービス業諸業 11.8

(6)今期の借入金の金利水準

【前年同期比】（平成 21年 7 月～9月期の水準と比較した今期の借入金の金利水準）

今期の借入金の金利水準

8.7 10.0

90.0

88.2

8.7 7.1
0.0 0.0

17.6

0.0

14.3
5.9

18.2

76.5
82.6

78.6
81.8

11.8

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

上昇

不変

低下

全業種平均で 0.0。商業食品業△7.1 水産業△10.0 機械工業△18.2 建設業 11.8 観光サービス

11.8。（金利水準が上昇しているとの回答比率が多くプラスの数字となっています）
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(7)設備投資の実施状況

今期の店舗・社屋・工場等への設備投資実施状況について

設備投資の実施状況

１．実施し
た
9%

２．来期実
施予定

4%

３．次期未
定だが実施

予定
11%

４．実施予
定なし
75%

３．来期の見通し

(1)来期の業況

【今期比】（平成 22年 7月～9月期の水準と比較した来期の業況見通し）

次期の業況見通し（今期比）

42.2 47.1

18.2

40.0 41.2
52.2

54.5

12.0
0.0

27.3

6.7

23.5
8.7

39.1

35.3
45.7 53.3

52.9

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均 DI 値△30.2〔今期の業況（前年同期比△23.8）より 6.4 ポイント悪化の見通し〕
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(2)来期の売上高・生産高

【今期比】（平成 22年 7月～9月期の水準と比較した来期の売上高・生産高見通し）

次期の売上高・生産高見通し（今期比）

44.6 47.1

0.0

40.0
52.9

60.9

42.1 29.4

13.3 11.8
27.3

6.7 8.7

41.2

72.7

30.4

53.3

17.6

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

増加

不変

減少

全業種平均 DI 値△31.3〔今期の売上高・生産高（前年同期比△25.0）より 6.3 ポイント悪化

の見通し〕

(3)来期の資金繰り見通し

【今期比】（平成 22年 7月～9月期の水準と比較した来期の資金繰り見通し）

次期の資金繰り見通し（今期比）

29.3
37.5

0.0

28.6
41.2 42.9

69.3 56.3

100.0

71.4
58.8 57.1

1.3 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均 DI 値 △28.0〔今期の資金繰り（前年同期比△18.3）より 9.7 ポイント悪化の見

通し〕
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Ⅲ．各 指 標

全 体
商 業

食品業
水産業 機械工業 建設業

観光ｻｰﾋﾞ

ｽ・諸業

今期実績 △２３．８ △３５．３ △１８．２ △６．３ △１７．６ △３４．８業況判断

Ｄ・Ｉ 来期見通し △３０．２ △４７．１ ９．１ △３３．３ △１７．６ △４３．５

今期実績 △２５．０ △２３．５ △９．１ △６．３ △３５．３ △３９．１売上

Ｄ・Ｉ 来期見通し △３１．３ △３５．３ ２７．３ △３３．３ △３５．３ △５２．２

今期実績 ７．２ １１．８ ０．０ ―― ―― ――在庫

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 △２５．３ △１７．６ △１８．２ △６．３ △３５．３ △４０．９採算

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 △１８．３ △５．９ ０．０ △１８．８ △１７．６ △３８．１資金繰り

Ｄ・Ｉ 来期見通し △２８．０ △３１．３ ０．０ △２８．６ △４１．２ △４２．９

今期実績 △１．４ ２６．７ ０．０ △７．７ △１２．５ △１１．８金 融 機 関

貸 出 姿 勢

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 ０．０ △７．１ △１０．０ △１８．２ １１．８ １１．８借入金

金利水準

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

※借入金金利水準 D・I 値のプラス値については、借入金利が上昇したと感じた回答が多い時に

プラス値で表示されます。


